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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年4月13日(2017.4.13)

【公表番号】特表2016-522289(P2016-522289A)
【公表日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-045
【出願番号】特願2016-516685(P2016-516685)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  77/24     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  77/385    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/05     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/07     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 133/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 183/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   77/24     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   77/06     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   77/385    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/05     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/06     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   83/07     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｌ
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｍ
   Ｂ３２Ｂ   27/00     １０１　
   Ｃ０９Ｊ    7/02     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ  133/00     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  183/04     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  183/08     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  183/10     　　　　
   Ｃ０７Ｆ    7/08     　　　Ｙ
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月10日(2017.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　下式のフルオロアルキルシリコーンであって、
【化１】

　式中、
　各Ｒ１は、独立してアルキル又はアリールであり、
　Ｒｆは、式－ＣＦ２－ＣｑＦ２ｑ－Ｘ－ＣｒＦ２ｒ－Ｆのパーフルオロアルキル（式中
、ｑ及びｒは独立して０～４）であり、
　Ｘは共有結合、－Ｏ－、又は－ＮＲｆ

１（ただし、Ｒｆ
１は、Ｃ１～Ｃ３のパーフルオ

ロアルキルである）であり、
　Ｒ３は、－Ｈ、－ＯＲ４、又は－（ＣＨ２）３－Ｒ４（ただし、Ｒ４はＣ１～Ｃ５０ア
ルキルである）であり、
　ｎは、０～２０００であり、
　ｍは、０であってよく、
　ｐは、０であってよく、ｎ＋ｐは、少なくとも１であり、
　Ｒ５は、Ｈ、アルキル、アリール－（Ｃ３Ｈ６）－Ｏ－Ｒｆ、又はＲ３であり、
　少なくとも１個の－（Ｃ３Ｈ６）－Ｏ－Ｒｆ基を有する、フルオロアルキルシリコーン
。
【請求項２】
　Ｒｆが、－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３、－ＣＦ２Ｃ２Ｆ５、－ＣＦ２Ｃ３Ｆ７、－ＣＦ２

Ｃ４Ｆ９、－ＣＦ２Ｃ５Ｆ１１、ＣＦ３Ｏ（ＣＦ２）２ＣＦ２－、（ＣＦ３）２Ｎ（ＣＦ

２）２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）２及びＣ３Ｆ７ＯＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２－から
選択される、請求項１に記載のフルオロアルキルシリコーン。
【請求項３】
　ｍに対するｎの比が１よりも大きい、請求項１又は２に記載のフルオロアルキルシリコ
ーン。
【請求項４】
　ｍが少なくとも２である、請求項１～３のいずれか一項に記載のフルオロアルキルシリ
コーン。
【請求項５】
　Ｒ５が、－（Ｃ３Ｈ６）－Ｏ－Ｒｆである、請求項１～４のいずれか一項に記載のフル
オロアルキルシリコーン。
【請求項６】
　ｐが少なくとも１であり、Ｒ３がＨである、請求項１～４のいずれか一項に記載のフル
オロアルキルシリコーン。
【請求項７】
　ｐが少なくとも１であり、Ｒ３が－Ｏ－Ｒ４（ただしＲ４はＣ１～Ｃ４アルキルである
）である、請求項１～４のいずれか一項に記載のフルオロアルキルシリコーン。
【請求項８】
　ｐが少なくとも１であり、Ｒ３が－（Ｃ２Ｈ４）－Ｒ’（ただしＲ’はＣ１～Ｃ４８ア
ルキルである）である、請求項１～４のいずれか一項に記載のフルオロアルキルシリコー
ン。
【請求項９】
　Ｒｆが、１～８個のパーフルオロ化炭素原子を含有する、請求項１～８のいずれか一項
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に記載のフルオロアルキルシリコーン。
【請求項１０】
　ｍとｐとの比が１００：０～１０：９０である、請求項１に記載のフルオロアルキルシ
リコーン。
【請求項１１】
　請求項１のフルオロアルキルシリコーンを作製する方法であって、
　ヒドロシリル化触媒の存在下で、下式のパーフルオロアルキルアリルエーテル
　Ｒｆ－ＯＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ２（式中、Ｒｆは、下式のパーフルオロアルキルであり、
　－ＣＦ２－ＣｑＦ２ｑ－Ｘ－ＣｒＦ２ｒ－Ｆ（ただしｑ及びｒは独立して０～４である
））
　を下式のヒドロシリコーンでヒドロシリル化することを含み、
【化２】

　式中、
　各Ｒ１は、独立してアルキル又はアリールであり、
　ｎは、０～２０００であり、
　ｑは、０であってよく、
　Ｒ６は、Ｈ、アルキル又はアリールであり、
　ただし、前記ヒドロシリコーンは少なくとも１個のＳｉ－Ｈ基を含有する、方法。
【請求項１２】
　前記ヒドロシリル化生成物が、下式のものであり、
【化３】

　式中、
　ｎは、０～２０００であり、
　ｍは、０であってよく、
　ｓは、０～２０００であってよく、
　Ｒ７は、Ｈ、アルキル、アリール、又は－（Ｃ３Ｈ６）－ＯＲｆであり、
　ｏは１であり、
　ただし、前記シリコーンが、少なくとも１個のＳｉ－Ｈ基及び少なくとも１個の－（Ｃ

３Ｈ６）－ＯＲｆ基を含有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　式Ｒ４－ＯＨ（式中、Ｒ４はＣ１～Ｃ４アルキルである）のアルコールによる前記Ｓｉ
－Ｈ基のアルコキシル化の更なる工程を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
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【化４】

　式中、
　ｎは、０～２０００であり、
　ｍは、少なくとも１であり；
　ｓは、０であってよく、
　ｔは、０であってよく、
　Ｒ８はＨ、アルキル、又はアリール、又はＯＲ４（ただし、Ｒ４は、Ｈ、又はＣ１～Ｃ

１５アルキルである）であり、
　ｔは、０であってよく、
　ただし、前記シリコーンは、少なくとも１個、好ましくは少なくとも２個のＳｉ－ＯＲ
４基、及び少なくとも１個のＳｉ－Ｈ基を含有する、請求項１３に記載の生成物。
【請求項１５】
　ヒドロシリル化触媒の存在下、式ＣＨ２＝ＣＨ－Ｒ４の化合物（式中、Ｒ４はＣ１～Ｃ

５０アルキルである）によるＳｉ－Ｈ基のヒドロシリル化の更なる工程を含む、請求項１
２に記載の方法。
【請求項１６】
　式
【化５】

　のシリコーンを提供し、式中、
　ｎは、０～２０００であり、
　ｍは、少なくとも１であり；
　ｓは、０であってよく、
　Ｒ９は、アルキル、アリール、又は－（Ｃ３Ｈ６）－Ｒ４（ただし、Ｒ４はＣ１～Ｃ５

０アルキルである）であり、
　ただし、前記シリコーンが、少なくとも１個の－（Ｃ３Ｈ６）－Ｒ４基を含有する、請
求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ビニルシリコーンポリマーによって前記シリコーンを架橋する工程を更に含む、請求項
１２に記載の方法。
【請求項１８】
　裏材と、前記裏材の少なくとも１つの主面上の請求項１のフルオロアルキルシリコーン
の硬化したコーティングの層と、を有する、剥離ライナー。
【請求項１９】
　前記フルオロアルキルシリコーンのＲ５及びＲ３のうちの少なくとも１つが－ＯＲ４（
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ただし、Ｒ４はＣ１～Ｃ４アルキルである）である、請求項１８に記載の剥離ライナー。
【請求項２０】
　前記フルオロアルキルシリコーンのＲ５及びＲ３のうちの少なくとも１つがＨであり、
前記フルオロアルキルシリコーンのＲ５及びＲ３のうちの少なくとも１つが－ＯＲ４であ
り、ビニルシリコーンとのヒドロシリル化によって硬化され、Ｓｉ－ＯＲ４からの水分又
は光酸により硬化される、請求項１８に記載の剥離ライナー。
【請求項２１】
　前記フルオロアルキルシリコーンが、光酸発生剤の存在下、光照射によって硬化される
、請求項１９に記載の剥離ライナー。
【請求項２２】
　裏材及び前記裏材の少なくとも１つの表面上の請求項１の前記フルオロアルキルシリコ
ーンを含む硬化された剥離コーティングを含む剥離ライナー（Ｉ）と、前記剥離ライナー
の表面と接触している感圧接着剤（ＩＩ）と、を有する、接着物品。
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